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１．研究背景  我が国の基幹的農業水利施設の相当数は戦後から高度成長期にかけて整

備されてきた．近年，その多くで老朽化が指摘され，それを原因とする突発事故の件数は

増加傾向にある．しかし，総延長約 40 万 km と言われる農業用水路の再建設費は約 25 兆

円にも上ると試算され，加えて農村での過疎化や高齢化，混住化等を理由とする集落機能

の低下もあって，農業用水路の適切な維持管理が困難になりつつある．こうした中，既往

研究では水路の清掃作業に対する人びとの参加が主に取り上げられ，清掃作業をボランテ

ィア等と共同で行う工夫も各地で試みられている．一方で水路機能の点検や機能診断につ

いては技術開発が中心で，その担い手にはほとんど焦点が当てられてこなかった．  

２．研究目的  水路の維持管理作業は大きく，清掃・草刈りと点検・機能診断，補修の

3 つに分かれる．このうち点検は通水の異常の有無，ゲートやポンプが正常に作動するか

などを通水状態で確認する作業を指す．また機能診断は目地の緩みや側壁の破損，防護柵

や手すりの欠陥などを断水状態で調査する作業である．これらの作業には知識を持った人

物の参加が必要で，知識の継承や人材の確保は水路の維持管理を持続可能にしていく上で，

特に重要な要素と言える．そこで本研究では農業用水路の点検，機能診断および補修の実

態を把握するとともに，これらの作業を担う人材の現状や今後に対する考えを明らかにす

ることで，維持管理の持続可能性を考察することを目的とする．  

３．研究方法  岡山県下で多面的機能支払交付金によるカバー率が 85%と最も高い奈義

町を対象とした．奈義町における活動組織は 18 あり，統計資料等で地区の概要を整理する

とともに代表者への聞き取り（2018 年 11 月～2019 年 1 月）によって水路の維持管理作業

の内容を把握し，さらに活動報告書等でも補足した．また「将来，点検・機能診断の担い

手が減少した時に，誰が代わりにそれらを担えるか」に対する考えは水路の維持管理の持

続可能性を左右する．そこで，代替可能な候補として地区内の非農家と女性，地区外の農

家等をあげ，彼・彼女らが点検・機能診断を担うことの可能性についても聞き取った．  

４．結果と考察  調査で得られた結果から各地区の点検・機能診断の参加人数や年齢，

非農家や土木関連の知識を持つ者の参加の有無を比較した（Table 1）．A，B 地区では農業

者以外に非農家や土木関連の知識を持つ住民も参加し（グループ I），C～E 地区は非農家

が参加している（グループ II）．一方 F～M 地区は農業者のみで行い（グループ III），N～  
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R 地区は水路延長が短いこともあり，農家個人による日常点検のみで，共同作業による点

検・機能診断は行っていない（グループ IV）．このように担い手像は地区によって異なる

ことが明らかになった．また，B 地区は非農家からも賦課金を集めて水路の防火用水とし

ての役割を意識させたり，独自にアンケートを行って 10 年後の農業に対する意見を集め

たりもしている．特に A，B 地区は点検・機能診断に農家以外の者も参加させていること

から，住民全員で水路を管理しようとする姿勢が看取できるが，この理由として地区の将

来に対する役員の危機意識があった．次に女性や非農家，地区外の農家が点検等を担う可

能性について尋ねた結果，どの地区でも女性も担うことが可能との回答であった．またグ

ループ I，II は地区外の農家が担うことに対して否定的な地区が多いものの，非農家の参

加については肯定的であった．このように点検・機能診断が多様な担い手に支えられてい

る組織では非農家や女性の代替可能性についても肯定的であり，将来への対応の柔軟性は

高い．一方でグループ III の多くが，地区内の非農家と地区外の農家のいずれも代替する

ことはできないと答え，担い手の多様化には否定的であることが分かった．  

５．結論  グループ I のように，土建業ある

いは役場の土木関係の住民の参加は水路の状

態を把握するのに有効であり，非農家の参加が

得られれば維持管理の持続可能性は高まると

言える．また広域で考えた場合，参加者の多様

性を確保している地区が上流域に存在するこ

とで，用水系統は下流域も含めて持続可能性が

高いとみなせる．担い手の多様性で分類した結

果（Fig.1）を町全体でみると，A 地区と B 地区

は用水系統の下流域に位置しているため，役場

などが上流域の組織に働きかけて上流での参

加者の多様性を確保することが重要と言える．

なお農家以外の住民を巻き込む具体的な方法

の検討は，全ての地区に共通する課題である．  
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Fig.1 グループによる塗り分けの結果  
Distribution of districts painted in 4 groups 

Table 1 活動組織別の点検・機能診断の担い手の属性と代替可能性の回答，水路延長距離 

Attributes of operators participating in inspection and functional diagnosis and answers to alternative 
operators, irrigation canal distance by local organizations 

グループ  I II III IV 

地区  A B C D E F G H I J K L M N O P Q R

現
状 

平均年齢  67.0 63.7 68.0 - 67.8 69.3 68.0 71.0 64.0 64.8 67.8 75.7 69.3 69.5 66.0 66.7 52.5 66.

人数  10 20 13 15 9 15 6 15 14 15 9 4 4

実施なし  非農家  ○  ○ ○  ○  ○ × × × × × × × ×

土建業  ○  ○ × × × × × × × × × × ×

代
替
性 

非農家  △  ○ ○  ○  × - × × △ × ○ ○ × ※グループ IV の地区には

質問せず  
※○：可，△：条件付き可，

×：不可，を表す  

女性  ○  ○ ○  ○  ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地区外  △  × ○  × △ - ○ × △ × ○ × ×

水路 (km) 25.3 16.6 21.3 14.4 7.5 25.2 24.4 22.0 12.3 9.0 8.2 7.5 5.4 10.0 8.1 7.7 4.3 1.9
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